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三鷹市教育委員会　様

校長  山下　裕司
(公印省略)

取組 成果 取組 成果

妥当１５名
○朝活、休み時間、体育の授業、放課後と学校にいる間の体つくり
の習慣が、子どもたちの体力向上つながっていることを感じる。
○児童の肯定的評価が下がったとはいえ、わずかな差なので、「４」
の評価は妥当。
○運動会の日程変更、中止は子どもたちに様々な影響があったこと
でしょうが、体力向上に励んでほしい。

本校の強みである地域、保護者の協力
と魅力的な校舎施設をフルにいかした
「自立した学び舎　三小スタイル」　を築
く。

個別最適な学びと協働的な学びを往還
させる単元開発と個別最適な学習環境
づくりに取り組む。

①マイプラン学習（単元内自由進度学
習）、学び合い学習（自学自習）、フリー
スタイル総合（オープンタイム）、ハイブ
リッド型学習等、先行研究校の実践を全
授業の２割程度取り入れた探究的な学
びの単元開発を行う。
②学習ボランティア、地域未来塾、また２
部のわ三小いわい広場、防災教室、交
通安全教室等、保護者、地域の協力の
もと個別最適な学習環境、学校生活環
境を構築する。
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妥当１５名
○各学校における評価の違いはありますが、教員のワーク・ライフ・
バランスの更なる取り組みを期待する。
○先生方が子どもの笑顔のために日々頑張ってくださっていること
がよく分かる。地域人財の活用で先生方の負担が軽減し、働き方改
革につながると良い。
○現在、過渡期とのことで難しいところがあると思うが、今後に期待
する。
○前回より評価が向上しているのは働き方改革が上手く行っている
のでしょうか。
○まだまだではあるが、前回より進んだことは評価できる。
○取組・成果ともに、回答からみる割合に即しての評価なので妥
当。
○更なる取り組みに期待。

・保護者、地域との連携で教員の取組度は、肯定的評価が９４％と
高く、前回より２％高まっている。
・また、人財活用による学びの充実では、肯定的評価が８２％で、前
回より１５％伸びた。このことから単元開発する中で、学校行事や校
外の学習等において子どもの文脈を作るうえで活用されたことが一
番の要因であると言える。

妥当１５名
○今後も様々な学びの中で地域人財を活用して、協働していけると
良い良い。
○学習ボランティアの活用については、評価できるので妥当。

改定校務分掌により、時間の有効活用
することで、教員一人一人のライフ・ワー
ク・バランスを確立する。

学校運営の基盤となるマネージメントに
特化したインフラパートと教育目標の実
現の実行部隊としての３部会と分掌をシ
ンプルにし、個々の教員の仕事分担の
専任制と大幅な会議精選を実現する。

①水曜日を４時間授業とし、午後は全て
研究、研修の時間とすることで、組織目
標に専念できる時間を確保する。
②新しい校務分掌の運営の中で確実な
スクラップ・アンド・ビルドを行う。
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体育授業の改善、保護者、地域の方と
の状況や課題の共通理解を図り、地域
ぐるみでの体力向上を図る。

三小体力向上全体計画のもと、子どもが
自己の体力をメタ認知し、生活習慣、運
動習慣において具体的なめあてと取組
をもって実践することで３年後確実に体
力の向上を図る。

①最大延べ人数２９４名の学習ボラン
ティアを募り、体育開発単元「三小体つ
くり運動・運動遊び」と連動した体力調査
新システムを運用する。
②体力調査ファイルを活用し、個々の子
どもがめあてをもち取組を実践できるよう
に朝の校庭開放の場の設定など、地域
保護者と連携して取り組む。
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・本校の一番の課題であった働き方改革であるが、喜々として単元
開発することにより、超過勤務が減少しないことに対して、業務の効
率化において肯定的評価が６６％に達し、前回より１６％も向上し
た。
・そのことにより、実際の超過勤務時間も昨年より減ったと肯定的に
回答した教員は、５７％で前回より、２３％向上した。
数値的には、到底目標値に達していないが、来年度は、更に現上
の課題に正対するために探究的な単元開発をする時期と習得的な
単元開発する時期と大きな行事に取り組む時期と学期に応じてメリ
ハリのある業務にし、教員も子どもも今何をすればよいのかを明確
にしたプログラムを行う。それが、「自立した学び舎 三小スタイル」の
ファースト・モデルであり、その完成を目指す。
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・教員の取組では、肯定的評価が８８％と前回より、８％伸びた。体
力調査ファイルを使っての個々の生活習慣、運動習慣を改善し、体
力向上を図る取組の準備が、組織としてできたことが要因である。
・しかし、子どもたちの取組度は、肯定的評価が８４％と前回より１％
下回った。これは、運動会がインフルエンザの蔓延により、日程変
更、中止となったため天然芝の養生期間がずれ、具体的な取組が１
２月になってからということが要因として考えられる。

各教科の学習で身に付けた力を実生活
の場で発揮し、自己のよさを伸ばし、他
者のよさを認め、ダイバーシティとインク
ルーシブの往還を実現する。

多様なコミュニケーションの場や協働の
場を意図的に設定し、目的をもって思い
やり、感謝の気持ち、協力等の豊かな心
を涵養する実践に取り組む。

①学習で身に付けた汎用性のある力を
特別活動の場（学校行事、仲良しグ
ループ等）で発揮できるように子どもが
目的意識、場意識をもって主体的、協働
的に取り組むことで個のよさの受容と共
感の心を育む。
②地域、保護者の方との意図的な交友
の場の設定として、全国交通安全週間
に「交通安全・あいさつ週間」に取り組
む。
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・教員が子どもたちの受容と共感の心を育む取組については、肯定
的評価が９１％で、前回よりも９％伸びた。これも単元開発による協
働的な学びから生まれた心の醸成も一つの要因といえる。
・児童では、前回同様、肯定的評価が９０％で、高い評価をキープ
している。教員の取組が子どもの実態にも比例している。

妥当１５名
○学年で協働して子どもの学びを見てくださっていることはとても良
いことである。
○教員・児童の両方についての肯定的な回答が90％ということなの
で妥当。
○受容と共感の心。心の醸成は大切。更なる取り組みに期待。

①「児童・生徒の自立的な学び」を目指
した授業改善を行う。
②学園の交流委員会の主導で、児童と
生徒の交流活動を活性化し、学園として
の一体感を深める。

①講演を聞き知識を増やしたり、研究授
業を行い意見交換、指導を得たりするな
かで、授業改善に努める。
②学園の交流委員会の主導で、児童
会・生徒会交流、小小交流、小中交流、
小学生授業体験、合唱リハーサル鑑賞
等を実施する。（コロナ後の交流を確立
する。）

学力論の原理転換を図り、子どもをアク
ティブ・ラーナーにする学びを確立す
る。

子どもが自ら問いをもち、知的葛藤しな
がら必然的な対話を生み出し問題解決
していく授業を創造する。そのことにより
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
往還を実現させる。

①子どもの文脈で学習を進めることがで
きる全教科・全領域の単元開発を学年
協働で取り組む。
②各学年できる限り同じ時間に同じ教科
ができる時間割にし、学級の枠を超えて
学年の子ども一人の状況を把握したり、
情報収集のツールの一つとして学校図
書館と連携したりして、個別最適な学習
環境をつくる。
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妥当１５名
○単元開発による教員の達成感が子どもの学習意欲の向上につな
がることはとてもよいことである。
○子どもたちが主体的に学んでいる様子が各所で見受けられる。
○教員の100％肯定回答は素晴らしい。
○取組・成果ともに肯定的回答が80％以上ということなので妥当。
○教員が100％、児童が86％という肯定的回答は素晴らしい。

来年度の改善方策　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

①「中央学園スマイルアクション！」の幅広い広報活動と実践
②学園研究を行う際の共通理解と共通実践
③教員の働き方改革

①たより、ホームページ、掲示等、多くの手段を用い、周知している。また、それぞれ
にて、熟議やアンケート等を行い、具体的なアクションを考えていく。
②研究推進委員会を中心として、研究協力校としての１年目の成果物を作成すると
ともに２年目の計画をしっかり立てる。
③小さなこと、できることからの実践、引き続きの教員の意識改革に取り組む。

・自立した学びについて、本校の「子どもの文脈で学習できる単元開発」は、児童の学習に対する意欲を向上させることができたと認めていただい
たが、これを学園の９年間の学びとしてどのように連携、継続していくのかが今後の課題である。
・開発単元による体育の授業改善、体力調査ファイルによる個々の児童が自己の体力を知りめあてをもって具体的な取組をするための朝の校庭開
放などのシステムは構築できたが、運用については今後の課題となる。
・学年担任制を導入し、学園協働の単元開発に着手し、教員は楽しみながら単元開発できた。校務分掌や会議システムの改定を行ったが、半数
近くの教員が超過勤務時間の減少を感じていないことは大きな課題である。

・令和６年度は、市の研究協力校として学園研を通して児童・生徒の自立した学びについて各校の校内研を充実させた研究に取り組
み、２年間の研究の取組について実証授業を通して研究発表会を開催する。２年間の成果を生かし、令和７年度からのSTEAM教育
の視点も考慮した研究分科会を設定することで、９年間の確実な系統を図る。
・健康部の推進により体力向上全体計画２０２４の具体的な取組である体力調査、体力向上セミナーの開催等により体力調査ファイル
の取組を確実に進める。
・「自立した学び舎　三小スタイル」ファースト・モデルとして、子どもも教員もメリハリのあり学習、大きな行事への取組、単元開発によ
る授業によって、効率的な日常の業務を進める。

様式7（市教委報告用）

令和５年度  三鷹中央学園  三鷹市立第三小学校  　学園・学校評価報告書

このことについて、下記のとおり報告いたします。

記

学園評価　※学園内で統一記述 学校評価　※学校ごとに記述

取組
項目 今年度の重点目標 成果 課題と改善方策 取組

項目
学校の経営目標
（中期目標）

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること 来年度の重点課題を解決するための改善方策 今年度明らかになった課題 　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策
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①地域学校協働本部への移行
②「中央学園スマイルアクション！」の幅広い広報活動と実践
③学園として統一した形の防災教育の実践

①次年度は地域学校協働本部への移行を確実に行い、持続可能な組織としてい
く。
②たより、ホームページ、掲示等、多くの手段を用い、周知している。また、それぞれ
にて、熟議やアンケート等を行い、具体的なアクションを考えていく。
③9年間の防災計画を見直し、３校共通理解のもと実践していく。

第１回評価 第２回評価
自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）

①コミュニティ・スクール委員会を核に、
学校と地域の協働を進める。
②「スクール・コミュニティ」を創造する。

①「三鷹中央学園はぐくむプラン（仮
称）」を各所に周知し、実践する。また、
更なる改善に向けて取り組む。
②地域等の人財や学校施設を活用し、
コミュニティ・スクール委員会と協働する
ことを通して、地域づくりの核となるス
クール・コミュニティを目指す。

①「三鷹中央学園はぐくむプラン（仮
称）」を掲示、紙上、デジタル等で各所
に周知する。
②防災課やみたかＳＣサポートネット等
の協力を仰ぎ、三鷹中央学園９年間の
防災授業を行う。

妥当１５名
・防災教育については、七小が３学期に考えているとのことで、地域
と連携した防災教育が実施できることを期待する。
・防災授業に関しては、地域として関わる機会も多い。
・学園の９年間の学びとして統一感のあるものにしていくことも大切
なのではないかとと思います。
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学園研究会の活性化と交流活動の
一層の充実を図り、学園としての一
体感を深める。

〇市の研究協力校としての研究授業を３校
ともに実施した。自らの授業に生かした教員
は、８８．１％おり、有意義な研究授業となっ
た。また、授業が分かると回答している児
童・生徒も９０％以上おり、児童・生徒の実態
に即した授業が展開できた。
〇交流活動は、コロナ禍前に戻り、多くの交
流が行われたことが成果である。対面での
熟議等も行うことができた。交流活動が学園
の一体感を生み出していると回答した教員
は８５．９％おり、小・中一貫の重要な要素と
なっている。
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学園の８３．１％（第１回７０．８％）の教員が生徒に向けて「はぐくみ
プラン（仮称）」について話をしたと回答している。
知っていると回答した保護者は、１５．６％であった。
まずは、「中央学園スマイルアクション！」を児童・生徒、保護者に認
識していただくために努力すること。そして、具体的なアクションをそ
れぞれが考えていくことが必要である。

妥当１５名
・保護者の認知度が低いのは工夫の余地ありと思います。
・中央学園スマイルアクション！の周知や活動の具体的な取り組み
に期待。
・「中央学園スマイルアクションプラン」を保護者にどう周知して行く
のかが課題、CS委員会と共同で頑張りましょう。　　　・一緒の考えて
いきたい。
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防災授業に取り組んだ教員は　８５．９％、人財活用により学習効果
が高まったと回答した教員は　９５．８％であった。三鷹中央学園９
年間の防災教育を地域の方たちとともに進めていきたい。

コミュニティ・スクール委員会の協
議と支援の充実に努める。

〇CS委員会の中では、極力、熟議や学校
部会等を行い、多くの意見交換をすることが
できた。
〇「三鷹中央学園パワーアップアクションプ
ラン」の改訂を行い、名称を「中央学園スマ
イルアクション！」とし、生徒・保護者に周知
できた。
〇防災授業に地域人財とともに取り組んだ
と回答した教員は、８５．９％と高く、三鷹中
央学園９年間の防災教育の充実が図られ
た。また、人財活用による学習効果は、９５．
８％の教員が高まったと回答している。地域
人財を積極的に活用した教育活動が進めら
れつつある。
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①校種を超え、学園教職員としての一
体感を生徒や教職員に醸成する。
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・「子どもの文脈で学習できる単元開発」どの学年、専科ともに協働
して、素晴らしい単元が開発できた。教員の１００パーセントが肯定
回答。そのうち、「よくできた」が３０％を超え前回より１５％伸びたこと
に教員の達成度の高さを感じる。
・また、児童も問いをもち、個の文脈で主体的に学習できたという肯
定的回答が８６％を超え、前回より２％伸びた。教員が単元開発に
楽しみながら取り組んだことが子どもたちの学ぶ姿として成果が見ら
れた。

８８．１％の教員が「自らの授業に生かせた」と回答している。今年
度、来年度の2年間は、市の研究協力校の取組として充実したもの
にしていく。
「授業がよく分かる」に対して肯定的な回答をした児童・生徒は、三
小９２．７％、七小９１．０％、四中８８．６％だった。

妥当１５名
・小中の連携の機会があって良かった。今後も進めてほしい。
・「授業がよく分かる」で肯定的な回答をした児童・生徒の数値が高
いのは教師の方々の努力があってこそだと受け止めました。
・授業改善の努力をされ、成果を出しているとの評価は妥当
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８月２８、２９日部活動体験、９月２０日中学校授業体験、小学校運動
会ボランティア、中学校の合唱リハーサル鑑賞、小学校音楽会・展
覧会交流、児童生徒代表者会議、学園あいさつ運動等を実施し
た。
小中が連携して取り組んだ８７．４％、小中の一体感を生み出してい
る８５．９％であった。今後は、より有意義な交流の仕方を考えてい
く。

妥当１５名
・コロナ５類移行後、学園交流ができるようになり取組状況が昨年度
より1ポイント高くなったのはよいことと思います。
・学園の交流活動が増えることはいいことです。
・小中交流に関しては、体験学習等が実際に行われている。

（
徳

）
豊

か

な

人

間

性

伝え合う力を高め、自分も相手も大
切にする心を育む。

〇学園の挨拶運動が実施でき、各校でも
様々な挨拶についての取組も行われ、挨拶
についての児童・生徒の意識が高まった。
〇学期初め、終わり等を中心に、児童・生徒
への相談体制について、周知できた。日々
の生活の中では、スクールカウンセラーを中
心に、校内で相談体制を確立している。
〇「学校いじめ防止基本方針」を踏まえ、未
然予防、早期発見、早期解決に組織的に取
り組むことができた。中学校では「いじめゼロ
サミット」を２回開催できた。

児

童

・

生

徒

の

学

力

・

健

全

育

成

（
体

）
健

康

・

体

力

すすんで心と体の健康を大切にす
る態度を育む。

〇体育授業の改善、児童・生徒一人ひとり
にめあてをもたせた具体的な取組ができた。
〇令和４年度の食育研究学園（学校）として
の取組を継続し、食に関する正しい知識や
望ましい食習慣等について学び、市内産農
産物を活用した「給食メニュー」の開発に取
り組んだ。

（
知

）
確

か

な

学

力

相手の考えを生かし自分の考えを
広げ深める力を育む。

〇「児童・生徒の自立的な学びを目指して」
という研究主題をもとに、各校、研究授業を
実施し、研究に取り組んだ。個々の教員が
授業改善に取り組んでいる様子が見られ、
授業改善についての意識も高まった。
〇ICT機器を効果的に活用して授業改善に
取り組んでいる教員が増えている。
〇小学校は、学年・学級閉鎖等の中、２週
間に約１０００冊読まれた。中学校は図書委
員会の企画等により過去最高の貸出冊数を
記録してた。また、各校調べ学習としての利
用も多い。

小

・

中

一

貫

教

育

校

と

し

て

の

教

育

活

動

関係諸機関や地域関係諸団体と
協働して、児童・生徒の放課後や
休日の学びを拡充する。（学校３部
制の第２部の充実を図る。）

〇３校のみたか地域未来塾の活動、三小、
七小の放課後地域子どもクラブの活動、各
種検定の実施等、地域人財、関係機関と協
働して、児童・生徒の学びの場の提供を
行った。
〇９年間の系統的な防災教育を、地域人財
や関係機関と連携して実施することができ
た。

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ

・

ス

ク
ー

ル

の

運

営

〇３校ともに、教員の意識改革が進み、超勤
時間も削減している。

学

校

の

働

き

方

改

革

特

色

あ

る

教

育

活

動

学

校

教

育

の

質

の

向

上

を

目

指

し

た

学

校

の

働

き

方

改

革

教職員の実勤務時間の縮減や疲
労回復につながる働き方改革を推
進する。

①三鷹中央学園としての特色ある活動について、共通理解、共通実践を図って進
めていくこと。また、地域人財や関係諸機関と連携しながら進めていくこと。

〇９年間の防災教育への教員の共通理解と共通実践
〇みたか地域未来塾のさらなる充実
〇「三小、七小放課後地域子どもクラブ」及び「四中うぃるびー」の充実、発展
〇各種検定の学園（小学生・中学生・地域）としての実施

①次年度研究協力校の発表に向けた準備と実践
②交流活動の成果検証

①今年度を振り返り、次年度に向けた計画を作り、学園として共通理解を図りながら
進めていく。
②交流活動が学園の子供たちにとって有効な活動となっているのかについて、そ
れぞれの活動について検証をし、よりよい活動に改善していく。

①共通理解を十分図れずに進んでしまった。
②更なるＩＣＴの効果的な活用

①研究推進委員会を中心として、研究協力校としての１年目の成果物を作成すると
ともに２年目の計画をしっかり立てる。
②児童・生徒の自立的な学びにおいて、授業の中で効果的に活用できているか等
について、研修会やアンケート等で検証していく。

①学園、学校だけでは解決できないことが多いこと。

〇数値的な成果を上げることも大切ではあるが、教員の心身の健康を優先しなが
ら、取組を進めていきたい。
〇コロナ禍での経験を生かし、より良い方向に転換を図っていく。

①特別な支援を要する児童・生徒や不登校児童・生徒への対応
（増加の傾向と多種多様な実態）

①個々の教員が抱え込むことなく、学校として組織的に対応できる体制を整える。
特に校内支援委員会の充実を図る。また、関係諸機関と連携、協力して、個々の児
童・生徒に適した支援を行う。（ケース会議等の充実）

①体力、運動能力の向上と食育の推進

①各校の実態を踏まえ、体育の授業以外にも体力の向上が図れるような取組を行
う。また、食が体力や運動能力と大きく結びついていることを学校生活の中で学ぶ
機会を設ける。


